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北海道障がい者福祉課 日置主任の講義

盲ろう疑似体験セットを着けてドアの通過実技

ブリスタ実技

体験談の松浦さんコミュニケーション
実技

激励の言葉を述べる
札盲ろうの冨樫会長

講師・受講生全員集合
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★
１２
月
１３
日
（
金
）

１０
時
か
ら
の
開
講
式
は
北
海
道
身

体
障
害
者
福
祉
協
会

常
務
理
事

い
ず
み

つ
か
さ

泉

司
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

一
講
目

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
障
が

ひ

お
き

も
と

き

い
者
保
健
福
祉
課

日
置

基
樹
主

任
か
ら
北
海
道
の
現
状
と
派
遣
事
業

る

る

の
詳
細
に
つ
い
て
縷
々
、
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

午
前
最
後
は
、
札
幌
盲
ろ
う
者
福

と

が
し

ま

ゆ

み

祉
協
会

富
樫

眞
弓
会
長
の
「
盲

ろ
う
者
福
祉
概
論
」
で
６
項
目
に
つ

い
て
細
か
な
講
義
で
午
前
を
終
了
し

ま
し
た
。

午
後
の
部

１３
時
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
講
義
が
１
時
間
行
わ
れ
、
そ
の

後
、「
盲
ろ
う
疑
似
体
験
（
全
盲
ろ

う
の
ケ
ー
ス
）」
の
実
技
が
約
３
時

間
３０
分
に
亘
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
人
一
組
で
ペ
ア
を
組
み
、
盲
ろ

う
者
役
は
、
耳
栓
、
ア
イ
マ
ス
ク
、

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を

着
け
全
盲
ろ
う
状
態
と
な
り
、
介
助

員
役
と
室
内
移
動
、狭
い
処
の
歩
行
、

椅
子
席
を
歩
き
、
そ
の
後
、
ド
ア
の

通
過
を
体
験
し
、
皆
さ
ん
初
め
て
の

体
験
で
盲
ろ
う
者
と
の
関
わ
り
に
苦

労
し
て
お
り
ま
し
た
が
実
技
の
時
間

は
ア
ッ
ト
い
う
間
に
過
ぎ
受
講
生
は

初
日
か
ら
お
疲
れ
で
し
た
。

★
１２
月
１４
日
（
土
）

一
講
目

「
盲
ろ
う
者
と
点
字
」

点
字
や
指
点
字
の
必
要
な
盲
ろ
う

者
の
た
め
、
基
本
と
な
る
点
字
の
講

義
と
携
帯
用
点
字
器
・
ブ
リ
ス
タ
を

使
い
実
技
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

二
講
目

「
盲
ろ
う
者
と
音
声
」

音
声
通
訳
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

心
構
え
と
人
口
内
耳
等
の
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。

三
講
目

「
盲
ろ
う
者
と
筆
記
」

筆
記
通
訳
の
知
識
と
技
術
に
つ
い

て
の
講
義
で
し
た
。

１２
時
５０
分
か
ら
ア
イ
マ
ス
ク
を
着

け
て
の
食
事
実
習
で
す
。

盲
状
態
で
、
弁
当
の
中
身
が
全
く

判
ら
な
い
中
で
の
食
事
に
戸
惑
い
な

が
ら
の
食
事
実
習
で
、
な
か
な
か
箸

が
進
み
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
ア
イ
マ

ス
ク
を
と
っ
た
受
講
生
の
表
情
は
何

と
も
い
え
な
い
安
堵
感
が
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

午
後
か
ら
「
盲
ろ
う
者
と
手
話
」

の
講
義
で
す
。

ろ
う
ベ
ー
ス
の
盲
ろ
う
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
理
解
の

講
義
で
弱
視
手
話
、
触
手
話
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
実
技
で
す
。
１４
時
４０
分

か
ら
３
時
間
の
実
技
で
「
階
段
の
昇

降
」「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」「
ド
ア
の
通

過
」
の
実
技
で
し
た
。

受
講
生
は
肉
体
的
、
精
神
的
に
前

日
同
様
疲
れ
た
表
情
で
し
た
。

★
１２
月
１５
日
（
日
）

一
講
目
「
盲
ろ
う
者
と
し
て（
体

験
発
表
）」

札
幌
盲
ろ
う
者
福
祉
協
会
の
役
員

で
、
当
事
者
の
お
二
人
か
ら
体
験
発

表
で
受
講
生
は
直
接
、
当
事
者
か
ら

聞
く
の
は
初
め
て
の
様
で
真
剣
な
眼

差
し
で
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

二
講
目

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
実
技
」

受
講
生
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

手
話
・
音
声
・
筆
記
・
蝕
手
話
の
実

技
指
導
を
移
動
し
て
２
時
間
３０
分
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

三
講
目

「
通
訳
介
助
の
実
習
」

疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
着
け
た
盲
ろ

う
者
役
と
、
通
訳
・
介
助
役
を
組
み

分
け
し
、
レ
ス
ラ
ン
で
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
盲
ろ
う
者
が
食
べ
た
い
品
を
選
択

し
、
食
事
、
飲
物
を
受
付
で
注
文
す

る
と
い
う
多
く
の
情
報
か
ら
盲
ろ
う

者
が
自
分
で
判
断
・
選
択
し
、
決
定

す
る
の
は
盲
ろ
う
者
自
身
で
あ
る
と

い
う
理
解
を
深
め
る
実
習
で
し
た
。

通
訳
・
介
助
員
役
は
多
く
の
情
報
を

盲
ろ
う
役
に
正
確
に
手
書
き
で
伝
達

し
、
盲
ろ
う
役
に
決
定
し
て
も
ら
う

こ
と
に
皆
さ
ん
悪
戦
苦
闘
し
て
お
り

ま
し
た
。

四
講
目
「
通
訳
・
介
助
員
と
し
て
」

３
日
間
の
講
義
、
実
技
の
中
で
の

通
訳
・
介
助
員
の
在
り
方
、
盲
ろ
う

者
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
と
意
識
の

持
ち
方
に
つ
い
て
ま
と
め
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
受
講
生
は
こ
の
養
成
講

座
を
通
じ
て
今
後
、
通
訳
・
介
助
員

と
し
て
北
身
協
と
札
身
協
に
夫
々
登

録
し
、
自
己
研
鑚
し
、
一
人
前
に
な

る
と
い
う
気
概
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
閉
講
式
で
、
北
身
協
常

い
ず
み

つ
か
さ

務
理
事
泉

司
よ
り
閉
講
挨
拶
、
札

と

が
し

ま

ゆ

み

幌
盲
ろ
う
者
福
祉
協
会
富
樫

眞
弓

会
長
の
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
そ
の

後
、
受
講
生
２８
名
全
員
に
修
了
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
講
師
、
受
講
生
全
員
で
集

合
写
真
を
撮
っ
て
３
日
間
の
講
座
・

実
技
を
無
事
終
え
て
、
受
講
生
は
、

安
堵
感
と
、
こ
れ
か
ら
の
通
訳
・
介

助
員
と
し
て
自
信
に
満
ち
た
笑
顔
で

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

今
回
の
、
講
座
・
実
技
の
講
師
を

全
面
協
力
頂
い
た
札
幌
盲
ろ
う
者
福

祉
協
会
の
皆
様
に
、
紙
面
を
借
り
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
御
座
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

平
成
２６
年
は
、
通
訳
・
介
助
員
現

任
研
修
を
１０
月
に
実
施
予
定
で
す
。

あ
か
さ
か

ま
さ
る

【
一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
会
長
赤
坂

勝
）
は
、
平
成

２５
年
度
の
養
成
講
座
を
札
幌
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
お
い
て
、
１２
月
１３
日
か

ら
１５
日
ま
で
の
３
日
間
に
亘
っ
て
、
開
催
し
ま
し
た
。】

こ
の
講
座
は
北
海
道
か
ら
の
受
託
事
業
（
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
）

と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
札
幌
盲
ろ
う
者
福
祉
協
会
の
全
面
協
力
を
頂
き
、
講
座
の

開
催
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
５２
名
の
応
募
者
の
中
か
ら
全
日
程
の
受
講
と
、
派
遣
依
頼
の
場
合
、
平
日

及
び
土
・
日
・
祝
祭
日
の
活
動
可
能
な
方
と
、地
域
性
を
考
慮
し
、
３０
名
を
決
定
し
、

最
終
的
に
２８
名
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

講
座
の
概
略
は
次
の
通
り
。

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一 般 社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

白杖を使い移動実技

（平成２６年１月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞

アイマスクを着けた
食事実習

開講挨拶の北身協
泉 司常務理事

食事実習の
一コマ、２

昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第７１８号）

メニューから
選択し注文

（１）

kyokuchou
線

kyokuchou
線

kyokuchou
長方形



登別市、パソコン教室

帯広市、パソコン教室

「
文
芸
に
投
稿
さ
れ
る
方
へ

編
集
部
か
ら
の
お
願
い
」

国国
のの
平平
成成
２２６６
年年
度度
障障
害害
保保
健健

福福
祉祉
部部
予予
算算
案案
にに
つつ
いい
てて

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害

保
健
福
祉
部
よ
り
平
成
２６
年
度
障
害

保
健
福
祉
部
予
算
案
の
概
要
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

★
予
算
額

２６
年
度
予
算
案

１
兆
５
�
０
１
９
億
円

２５
年
度
予
算
額

１
兆
３
�
９
８
２
億
円

（
対
前
年
増
減
＋
１
�０
３
７
億
円
）

☆
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
費

（
自
立
支
援
給
付
＋
地
域
生
活
支
援
事
業
）

２６
年
度
予
算
案

９
�
５
３
４
億
円

２５
年
度
予
算
額

８
�
６
８
９
億
円

（
対
前
年
増
減

＋
８
４
４
億
円
）

★
主
な
施
策

◇
良
質
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
確
保

９
�
５
３
４
億
円

（
＋
８
４
４
億
円
）

〇
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

９
�
０
７
２
億
円

（
＋
８
４
２
億
円
）

〇
地
域
生
活
支
援
事
業

４
６
２
億
円
（
＋
２
億
円
）

◇
障
害
者
に
対
す
る
良
質
か
つ
適

切
な
医
療
の
提
供

２
�
２
１
７
億
円（

＋
３１
億
円
）

◇
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
整
備

３０
億
円
（
▲
２２
億
円
）

◇
地
域
に
お
け
る
障
害
児
支
援
の

推
進

８
９
７
億
円（

＋
２
２
６
億
円
）

◇
重
度
訪
問
介
護
な
ど
の
利
用
促

進
に
係
る
市
町
村
支
援
事
業

２２
億
円
（
＋
－
０
億
円
）

◇
認
知
行
動
療
法
の
普
及
の
推
進

１
億
円
（
＋
－
０
億
円
）

◇
自
殺
対
策
に
取
り
組
む
民
間
団

体
へ
の
支
援

１
・
３
億
円
（
＋
０
・
３
億
円
）

◇
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な

ど
の
災
害
復
旧
経
費
（
復
興
）

８
億
円
（
▲
１
・
６
億
円
）

◇
被
災
地
心
の
ケ
ア
支
援
体
制
の

整
備
（
復
興
）

１８
億
円
（
＋
－
０
億
円
）

※
（
復
興
）
と
記
載
の
あ
る
も
の

は
、【
東
日
本
大
震
災
特
別
会

計
】
計
上
項
目
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一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
は
、
収
益
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い

て
「
北
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
シ
ョ
ッ

プ
」
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン
後
、
多
く
の

皆
様
の
活
用
し
て
頂
き
、
有
難
う
御

座
い
ま
し
た
。

現
在
、
商
品
を
増
や
し
、
１２
ア
イ

テ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
末
に
は
、
そ
ば
や
う
ど
ん
が
大

変
多
く
売
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
�
北

身
協
�
と
検
索
し
て
下
さ
い
。

平
成
２５
年
度
パ
ソ
コ
ン
教
室

登
別
市
で
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
２５
年
度
登
別
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
し
ん
た
２１
」
で
１１
月
１２
日

（
火
）
か
ら
１１
月
１４
日
（
木
）
の
３

日
間
で
２５
名
の
参
加
を
頂
き
、
大
変

熱
の
こ
も
っ
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
登
別
協
会
の
、
ご
協
力
に
紙

面
を
借
り
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

★
主
な
実
施
内
容

①

登
別
市
主
要
機
関
の
住
所
録
の

作
成

②

血
圧
表
の
作
り
方
及
び
グ
ラ
フ

の
添
付
方
法
に
つ
い
て

③

ワ
ー
ド
で
の
年
賀
状
の
作
成

平
成
２５
年
度
パ
ソ
コ
ン
教
室

帯
広
市
で
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
２５
年
度

最
後
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
が
、
１１
月
２７
日
（
水
）
か
ら
１１

月
２９
日
（
金
）
の
３
日
間
、
帯
広
市

の
と
か
ち
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。３

日
間
で
２１
名
の
参
加
を
頂
き
、

和
や
か
で
、
中
身
の
濃
い
充
実
し
た

教
室
で
し
た
。

地
元
帯
広
協
会
の
ご
協
力
に
紙
面

を
借
り
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
し
す
。

★
主
な
実
施
内
容

①

エ
ク
セ
ル
に
よ
る
ハ
ガ
キ
の
作
成

（
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に
ア
レ
ン
ジ

す
る
。）

②

収
支
書
類
の
作
成
（
文
字
列
の

揃
え
方
計
算
式
の
計
上
方
法
）

③

住
所
録
の
作
成
方
法

④

俳
句
と
イ
ラ
ス
ト
の
挿
入

病病
気気
のの
人人
もも
障障
がが
いい
がが

ああ
るる
人人
もも
、、
難難
治治
性性
疾疾

患患
のの
女女
性性
、、
美美
瑛瑛
にに
ペペ

ンン
シシ
ョョ
ンン
開開
業業
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しししししししししししししししし
ささささささささささささささささ

「
上
川
管
内
美
瑛
町
に
１２
月
２１
日

ペ
ン
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
千
葉
か
ら
移
住
し
た
親
子
が
、

『
う
ね
う
ね
畑
と
く
も
の
月
』
と
い

う
名
前
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た

病
気
の
人
、健
康
な
人
、

障
が
い
の
あ
る
人
、
健
常
な
人
、
誰

も
が
旅
の
楽
し
さ
、
自
然
の
美
し
さ

を
体
験
で
き
る
宿
を
目
指
し
て
い

る
。」８年

前
に
北
海
道
旅
行
で
美
瑛
に

１
泊
し
た
時
、
雄
大
な
自
然
に
感
動

さ
え
ぎ

し
、
雄
大
な
自
然
、
視
界
を
遮
る
も

の
が
な
く
、
自
分
を
包
ん
で
く
れ
る

大
地
を
感
じ
住
み
た
い
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
と
な
る
。

黒
村
桃
子
さ
ん
は
母
の
操
さ
ん
と

二
人
で
土
地
を
借
り
、借
金
を
し
て
、

木
造
２
階
建
て
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て

た
。多

く
の
人
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
工
夫
が
随
所

に
見
ら
れ
、
玄
関
ま
で
の
手
擦
り
付

き
ス
ロ
ー
プ
、中
に
は
段
差
が
な
く
、

全
て
引
き
戸
、
ト
イ
レ
は
車
い
す
で

利
用
可
能
な
広
さ
、
浴
室
も
手
動
式

リ
フ
ト
の
設
置
。自
慢
は
客
室
の
窓
、

通
常
よ
り
低
い
位
置
で
大
き
い
。
車

い
す
に
乗
っ
て
い
て
も
、
ベ
ッ
ド
に

寝
転
ん
だ
ま
ま
で
丘
の
風
景
や
夜
空

の
星
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

一
帯
は
す
で
に
銀
世
界
。「
ホ
ッ

コ
リ
と
で
き
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
し
た

い
」
と
い
う
桃
子
さ
ん
。

「
美
瑛
か
ら
発
信
し
、
全
国
に
こ

う
し
た
宿
を
拡
げ
た
い
。
全
て
の
人

が
、
ご
く
普
通
に
、
当
た
り
前
に
交

じ
わ
る
よ
う
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会

の
実
現
を
目
指
し
た
い
。」
と
夢
は

大
き
く
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

盲盲
ろろ
うう
者者
通通
訳訳
・・
介介
助助
員員
派派
遣遣

事事
業業
のの
利利
用用
登登
録録
申申
請請
にに
つつ
いい
てて

あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
が
い
の
あ
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
。
北
海
道
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な

方
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン

や
移
動
等
の
支
援
を
行
う
「
盲
ろ
う

者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
無

料
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご
家
族

に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
て
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

お
伝
え
下
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
等

は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

電

話

０１１
（
２５１
）
１
５
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

「
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
ま
す
」

あ
な
た
の
自
立
と
社
会
参
加
の
お
手

伝
い
を
致
し
ま
す
。
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一
、
投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

末
迄
に
願
い
ま
す
。

二
、
作
品
に
は
、
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
の
区
分
を
記
入
願
い
ま
す
。

三
、
一
般
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字

に
は
必
ず
ル
ビ
を
付
す
よ
う
に
願

い
ま
す★

訂
正
と
お
詫
び

本
紙
新
年
号
に
お
い
て
、
以
下

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

２
面
「
平
成
２５
年
度
網
走
地
区

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

催
」
本
文
１０
行
目

誤：

北
見
市
ロ
ー
タ
リ
ー
倶
楽
部

正：

北
見
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

文
芸

短
歌
の
部

作
者
の
室
蘭
市

池
内

満
里

子
さ
ん
の
お
名
前
が
未
記
載
で
し

た
の
で
お
詫
び
致
し
ま
す
。
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